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1)脳神経外科と形成外科の臨床における接点と実際 
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塗 隆志, 上田晃一 

 

シンポジウム 

第 39 回日本マイクロサージャリー学会学術集会 

1)より簡便で効果的なＬＶＡを目指して 

塗 隆志, 上田晃一, 山田 朗, 大槻祐喜 
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パネルディスカッション 
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第 36 回日本口蓋裂学会総会・学術集会 

10)日本人の人中形態の曲線分析 
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21)逆 U 切開による外鼻形成二次手術の術前・術後におけるスコア評価 
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